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１ .活動の目的 

１．１はじめに・鬼怒川プロジェクトとかわまちづくり 

 鬼怒川下流部沿川は、平成 27 年に発生した関東・東北豪雨災害において大きな被害を受

けた。特に破堤災害となった常総市の被害は甚大であり、市民の鬼怒川への負のイメージ

は強く大きなものだった。鬼怒川プロジェクトによる復旧工事が始まっても、なかなかそ

のイメージは払しょく出来ず、そのような中で「鬼怒川プロジェクトプラスワン」として

「鬼怒川・小貝川かわまちづくり事業」が計画された。 

この事業は、復旧される鬼怒川堤防をサイクリングロードとして活用するもので、整備

される堤防の天端や高水敷に造成される管理用道路・工事用道路を活用したサイクリング

ロード（河川管理用通路と兼用）と堤防沿いに小規模公園の様な休憩所「リバースポット」

の整備を行うものである。なお、従来からサイクリングの利用が多かった小貝川にも高水

敷サイクリングロードやリバースポットの整備が行なわれる。 

この事業能力中で我々自治体は、リバースポットの公園整備（施設整備）や川とまちを

繋いで交流を促すハードとソフトの整備を行うこととなっている。 

なお、かわまちづくり事業は平成２９年３月に常総市と下妻市が河川管理者とともに開

始したが、その後平成３１年３月には、鬼怒川プロジェクトに参画する 7 自治体すべての

自治体が参画することとなった。（下流から守谷市・つくばみらい市・常総市・下妻市・八

千代町・結城市・筑西市）（図-１参照） 

 

１ -２かわまちづくりが地域振興に効果的な事業となるための活動 

しかし、自治体がまちづくりに積極的に活かす取り組みや工夫を行わなければ、かわま

ちづくり事業は、単なる川づくりに終わってしまう場合がある。かわまちづくりは、自治

体を中心とする沿川地域が、川を有効に活用しようとする工夫と努力があってこそ、川と

まちを結ぶ効果的なコミュニティが造れる事業と考えるべきである。  

また、鬼怒川堤防のサイクリングロード化は、エリア内の全自治体参画により、下流守

 

図 -1 かわまちづくり全体図  
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谷市から上流は筑西市まで接続される計画となっている。しかし、堤防天端をサイクリン

グロードとして使うには自治体の河川占用が必要であり、自治体には管理の負担を伴う。

また、参画全自治体がサイクリングロードの価値観を共有し、生活用道路等による堤防利

用を制限していかなければ、長い区間の接続が出来ないことになる。サイクリングロード

は、ある程度の延長を持たないと魅力が減じてしまうため、全区間の接続を目指すことが

必要となる。 

この様な状況で堤防整備及びかわまちづくり事業が先行する常総市及と下妻市（本年度

は主に常総市）において、地域振興に有効な取り組みを検討し、先行して様々な取組みの

試行を行い、効果等を評価し、得られた知見を関係自治体で共有することが、サイクリン

グロードの価値観共有と連携した地域活性化繋がるものと考える。 

このため、常総市と下妻市において（本年度は常総市が中心となる）、かわまちづくりが

地域活性化・地域振興に効果的な事業となるための活動を行うものである。 

 

２ .活動の目標 

２ -１活動項目の設定 

 地域振興に有効な取り組みについて、項目ごとに目標を設定することとした。この項目

出ては常総市で計画している策定を進めている「自転車活用推進計画」と関連性を持たせ

ており、以下の項目とすることとした。 

 

 ①河川に訪れたサイクリストを沿川の街へ誘う取組（かわとまちを繋ぐ取り組み） 

➁訪れるサイクリストと住民との軋轢を避けるためのルール・マナーの取り組み 

③（交流拡大以外に）サイクリングロードを市民に積極的に活用してもらう取組み 

④交流拡大に資する広報の取組み（広報イベント動を含む） 

 

 

２ -２活動の目標と取組み内容 

 活動項目ごとの目標と取組み内容は以下のとおり 

 ①「河川に訪れたサイクリストを沿川の街へ誘う取組」について 

サイクリストが川に訪れても、街へ立ち寄ってくれなければ地域活性化へ繋がらな

い。また、受け入れる街側でもサイクリストを歓迎する姿勢も作っていきたいと考え

た。このため、サイクリストが立ち寄りやすい環境づくりをすることで、かわとまち

を繋ぐ取り組み目標に対応することとした。 

実施する取り組みとしては、サイクリストが街の飲食店等に立ち寄りやすくする

「サイクルスタンド」の設置を考案し、

河川改修工事を実施する下館河川事務

所に相談した。スポーツタイプの自転車

には、スタンドが付いていない（付けて

いない）場合が多く、自転車の停車に苦

慮する場合が多いということを聞いた

ためである。 

   下館河川事務所（出張所）では、これ

を快諾して頂き、工事請負業者と相談し

た結果、工事地内の伐採木や余材を用い

た様々な試作品が出来上がり、寄贈いた

だくこととなった。（写真 -1） 

   自治体では、これを観光物産協会に照

会し、飲食店等への試行設置を呼び掛け

た。これにあたって、サイクルスタンド

を設置している個所の目印として、登旗を造り、スタンドとセットで貸し出すものと

 
写真 -1 寄贈されたサイクルスタンド  



した。（この登旗の制作に基金を活用している） 

     また、サイクリングロードと、このサイクルスタンドの位置情報を既存観光アプリソ

フトを活用して地図情報で提供する取組みを行うこととした。 

 

  ➁「サイクリストと住民との軋轢を避けるためのルール・マナー検討」について 

   サイクリングロードの整備にあたり懸念されたのは、訪れるサイクリストと地元住

民の歩行者との間に軋轢が生じることであった。都市部の河川サイクリングロードで

近年、歩行者とサイクリストとの間で発生したトラブルを聞いており、また、近年は、

自転車と歩行者間の重大接触事故も発生している状況もある。 

   また、河川サイクリングロードは、一般道の自転車走行環境と異なり自転車歩行者

専用道路となる。これらを踏まえたルールとマナーを検討していく必要がある。なお、

鬼怒川サイクリングロードは前述の通り 7 市町と河川管理者が協同で実施していく事

業であり、一自治体が先行してルール・マナーを策定することも困難である。 

   しかし、鬼怒川プロジェクトによる堤防整備が先行する常総市区間においては、工

事が完了した一定区間でサイクリングロードを先行で一般に供用を開始する区間が

あるため、先行して試行的取組みを実施することとした。 

   自転車走行のルールとマナーを検討するにあたっては「自転車利用５則」が既に活

用されており、先述の河川堤防上の自転車歩行者専用道路という特異性から、独自の

ルールとマナーに相当する部分の追加提案を検討し、試行することとした。 

取組みとしては、サイクリストへの呼びかけ看板を考案し、供用開始箇所にサイク

リングロードに試行的に設置していくこととした。 

 

 ③サイクリングロードを市民に積極的に活用して 

もらう取組み 

   常総市で策定中の「自転車活用推進計画」の

中でも、河川サイクリングロードの市民活用を

想定している。これは、常総市合併元の水海道

市・石下町の中心市街地がともに鬼怒川に接し

ていることから、鬼怒川堤防がサイクリングロ

ードとなれば二つの中心市街地が新たに結ばれ

ることとなり、通勤・通学等の日常生活での市

民活用が想定されるからである。（図 -2 参照）  

   なお、常総市には「常総市健康増進計画」が

あり、この中で市民の自転車通勤等による健康

促進も奨励している。 

  

 

 

 

 

 

 
図 -２ 常総市概略図  



 

  

 ④イベントを含む広報の取組み 

   茨城県内では、「つくば霞ケ浦リンリンロード」は有名だが、新たに誕生する鬼怒川

サイクリングロードは全く無名な状況である。また、前述のようにかわまちづくり参

画自治体をはじめとする地域内外に活動情報を届ける必要もある。このための情報発

信が重要となる。 

・プロモーションビデオによる発信（ＨＰによる情報発信） 

   開通するサイクリングロードのＰＲビデオを作成し、常総市のホームページにアッ

プすることにした。 

・オープニングイベントの実施。イベントによりサイクリングロードの誕生をアピール

することにした。 

・サイクリングロード及びサイクルスタンドの位置情報等を提供し、サイクリングの利

便性を向上させることにした。 

 

３ .取組みの実施状況 

 取組みは当初の予定通り実施できたものと、実施できなかったものがある。理由はサイ

クリングロード整備の進捗が予定通りでなかったことや、既存ソフトの改良が予定通り

にできなかったものなどだが、逆に当初想定していなかった大きな成果を得られたもの

や活動に広がりを見せたものもあった。項目別には以下の通り。 

  

 ３ -１「河川に訪れたサイクリストを沿川の街へ誘う取組」 

  河川工事によるサイクルスタンド寄贈が分割になったこともあり、観光物産協会を

通じたスタンド配布も順次となったが、２０２０年度中に１８箇所に設置することが

できた。当初は、飲食店やサイクリング補給食となりえる食べ物を売る店舗を想定し

ていたが、 

寺社や市営の（研修）宿泊

施設からの設置希望もあ

った。設置店舗等は表の

とおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  これらの店舗等には、基金により作成した

登旗とともにサイクルスタンドを設置した。 

  サイクルスタンドの設置とともに合わせて

計画していた位置情報提供については、 

 既存観光アプリ「ふらっと２９４」における改

良を予定していたが、こちらの方は複数自治

体参加による協働作成であったことにより改

良が困難となったことから、見送ることとな

った。なお、これについては別途予算により、

サイクリングロードマップを作成し、その中

で位置を案内することとした。 

 

 ３ -２「サイクリストと住民との軋轢を避けるためのルール・マナー検討」 

   サイクリングロードに呼び掛け看板を掲示してサイクリストにマナー向上をよび掛

けること、住民に安心感を持ってもらうことを目的に看板上を考案した。（図 -３） 

看板下は「自転車は音もなく後ろから近付いて

きて怖い・危ない」という声を受けて、人は右、

自転車は左という道交法上の既存ルールを再周

知することで、自転車と歩行者がお互いを目視

認識しながらすれ違うことが出来るように考え

たもの。 

   看板の記載内容については、かわまちづくり

7 市町協議会の事務局を担う下館河川事務所を

通じて各市町へ照会し、意見聞取りの上で試行

的に設置している。今のところ特に苦情、対立意

見等は届いていない。今後は、自転車利用５則の

普及と併せて、河川堤防で必要となるルールと

マナーを検討してきたい。 

 

 

 ３ -３サイクリングロードを市民に積極的に活用してもらう取組み 

    当初は、市役所職員に自転車通勤を奨励することを足がかりに、市民への利活用を広

げていくことなどを想定していたが、鬼怒川サイクリングロードの中央部である美妻橋

地点での接続が遅れたため、石下・水海道中心市街地の接続がアピールしにくく、迂回

路の設定もしにくいため、活動しにくい状況となっている。この区間は、２０２０年の

夏を目途に開通出来る旨の連絡を受けており、接続後に取組みが出来るように準備して

いる。 

 

 

 

 

写真 -２ サイクルスタンド設置状況  

 

 

図 -３ 試作した看板  



 ３ -４イベントを含む広報の取組み 

  広報の取組みは、本活動の中心的なものとなった。この取り組みの中では、当初予定 

していなかった多様な組織との連携を実現できたことが大きな成果となった。 

 

 ①プロモーションビデオによる発信 

  ホームページを通じてサイクリン

グロードの開通をＰＲするためにプ

ロモーションビデオの作成を試み

た。 

  幸い常総市には「観光大使・千姫

三人娘」がおり、安価な日当で協力

してもらえるため、出演してもらう

こととした。 

  撮影をドローンで行うことで鬼怒

川サイクリングロードのロケーションの魅力も伝えることが出来た。撮影から編集、

ホームページへのアップまで市の職員直営で実施できたため、費用は観光大使の日当

のみとなっている。ただし、これには、アップ後すぐに視聴者からお叱りを頂いた。

「３人で並走するとはなにごとだ！」というものである。対応として、直ちに供用開

始前での撮影であること、実際には並走をしない呼びかけをテロップにより追加した。 

  ルールとマナーの扱いの難しさ、多くの人が見る広報では油断ができないことを 

改めて確認することとなった。 

 ➁オープニングイベント開催 

  鬼怒川サイクリングロード誕生（部分供用開始）を地域内外にアピールするため、

９月にオープニングイベント「鬼怒川サイクルフェスタ２０１９」を河川管理者と共

同で開催することになりました。このイベントでは、常総市区間の堤防が概ね繋がっ

たことも併せてアピールする意味合いもありました。サイクリングにより完成した堤

防を長い延長に渡り直接見てもらう（走ってもらう）ことで、安全になった常総市区

間の鬼怒川をアピールすることができると考えたのです。 

実施内容は、常総市内の鬼怒川堤防の完成区間と小貝川堤防を結ぶ約４０ km のコー

スを作りサイクルスタンプラリーを行う

こととしました。長い路線の中で、交差点

部、チェックポイント等要所に掲示するた

め、必要枚数が増え、広報関係費用の中で

最も予算がかかることになってしまった。 

ただし、このイベントは参加者の多くか

ら好評の声を頂き、また、多様な組織との

連携を実現することとなった。以下の通

り。 

・河川管理者との連携 

 河川管理者である国土交通省と連携し 

 

 

図 - ４ 市役所 HP トップページ  

写真 -３ 破堤地点堤防上でのセレモニー 



てコース途中のＨ２７年破堤地点でのセレモニー（リスタート）を行った。 

（写真 -3）  コース途中にいったん集合してのリスタートということで参加者がど 

の程度協力してくれるかに不安があったが「開通セレモニーを体験できて良かった」

等、参加者には好評だった。なお、関係者には、破堤地点でのスタートセレモニー

に感慨深い思いもあった。 

・多様な協力団体の参加  

  スポーツウエアメーカー「オンヨネ」は、イベントに対して早期から協力を表明

してくれたため、イベントの開催・運営にあたっての相談から参加賞の提供までご

協力を頂いた。 

地元で鬼怒川プロジェクトの河川工事に参加してきた建設会社に仮設トイレを貸

していただいた。堤防を結ぶ長いコース上では、トイレの不足が問題になるところ

であった。また、予算的にも大変に助かった。  

コカ・コーラボトラーズ茨木支社が無料給水所を設けて頂いた。このようなイベ

ントにおいて、見慣れたスポンサーの旗が立ち並ぶことが盛り上がりに大きく貢献

することを実感した。 

日本競輪選手会が水海道ロータリー

クラブとともに参加し、競輪選手の派遣

とブースを設置して頂いた。常総市で

は、これまでも選手会との交流があり、

平成 27 年水害時も市民を励ましていた

だいている。今回もイベント実施をお知

らせすると「何かお手伝いしたい」とい

うお話を頂き、現役選手が先導で走ると

いうアイディアでイベントを盛り上げ

て頂いた。 

  ・地元「関東鉄道」との連携 

    関東鉄道（常総線）との連携 

は、かわまちづくりの事業の 

課題となっていた。以前から「 

サイクルトレイン」という自転 

車を軌道車に積み込める取組 

みがあったものの、車両一両 

に積み込める台数に制限（大 

抵一両で走っている）がある 

ことから、関東鉄道でも大き 

 

 

写真 -４ 先導の女子競輪選手  

図 -５ 関東鉄道 HP「サイクルトレイン」 



くアピール出来ていない実情もあった。 

 イベントでは、関東鉄道に特別列車を出して

もらい、復路に電車を使うことで往路自転車、

復路電車という片道約１０ km のファミリーコ

ースを作ることが出来た。 

 家族連れからは、「自転車をそのままホームか

ら電車に積み込む体験は新鮮」など好評な意見

が得られた。 

今後もサイクリングロードと関東鉄道の連携

を模索していきたい。 

 

 

４ .成果と目標達成度 

 ４ -１「河川に訪れたサイクリストを沿川の街へ誘う取組」 

   当初予定していたサイクルスタンドの店舗等への設置は、初年度としては数多く達成

できたと考えるが、位置情報表示が達成できなかった。このため、別途予算により進め

ているサイクリングロードマップ中にスタンド設置箇所を示すこととした。この情報は、

ＱＲコードで紙媒体のサイクリングロードマップとホームページ上のコーナーを連携

させ、発展性も持たせる等、今後も工夫していく予定。   

   サイクルスタンドの設置を含む本取り組みは、7 市町協議会に報告しているが、沿川自

治体でも既に取り入れる動きが出ている。 

 

 ４ -２「サイクリストと住民との軋轢を避けるためのルール・マナー検討 

   ルール・マナーの検討は、かわまちづくり７市町協議会でも議論は始まったばかりであ

るが、常総市の取組みは、協議会において具体的な取組みについて提案し、試行取組み

状況を照会出来たことが成果である。既存の「自転車利用５則」がある中で、サイクリ

ングロード（自転車歩行者専用道路）の特殊性に配慮する必要があるため難しいが、引

き続き常総市区間での試行は継続し、協議会に報告・反映させていくものとしたい。 

 

 ４ -３サイクリングロードを市民に積極的に活用してもらう取組み  

  常総市サイクリングロードの中央部美妻橋付近のサイクリングロード接続は、２０２

０年の夏を目途に開通出来る旨の連絡を受けているため、その接続後に市民に積極的に

活用してもらう取組みが出来るように準備している。なお、イベントの際には、迂回路

設定により対応したが、長い距離を要する迂回は、日常的な市民活用では不便なものと

なる。 

  予定している取組みは、市民に積極的に通勤・通学に活用してもらうもので、このた

めには、市役所職員に自転車通勤の励行を進めることを予定している。環境問題と健康

増進をテーマに進めることも想定している。 

 

 

 
写真 -５ 車内の様子  



 ４ -４イベントを含む広報の取り組み 

  広報の取り組みについては、活動全体の中で予算的にも労力的にも最もウェイトを置

く活動となり、また、最も成果の得られた活動となった。 

 ・プロモーションビデオ（ PV） 

ＰＶを市役所のホームページに掲示することを契機に、市役所のホームページのサイ

クリングロードのコーナーを充実させることとなった。また、ＰＶ作成の中で、観光大

使の活用や市役所職員のよる簡易なビデオ撮影等、今後の広報活動の広がりを期待でき

ることとなった。 

 ・開通イベントの開催  

  開通イベントは、開催にあたって多くの市内外の団体と関係を持つことが出来たほか、

警察署等の関係期間との連携関係を作ることが出来た。初めて取り組むイベントであっ

たため、協力依頼範囲の広げ方に戸惑ったが、この取り組みは来年度も計画しており、

来年度は区間を広げて常総市と下妻市及び八千代町の区間で実施したいと考えている。 

  また、イベントの事前告知について新聞報道の協力を得られたことがイベント自体の

成功と新聞報道の成果にも繋がっている。イベント参加募集を開始して直ぐには応募者

が少なく、イベント開催が危ぶまれたが、複数の新聞社がイベント開催告知の報道をし

てくれた結果、募集定員に近い応募者を迎えることが出来た。また、報道では、地域に

おける取り組み等も併せて報道して頂くこととなり、これも大きな成果となった。 

  このイベント内での他機関との連携も大きな成果となった。河川管理者と連携したイ

ベント運営により、かわまちづくり関係自治体の首長参加によるセレモニーを実施でき

た。また、関東鉄道との連携は、今後のサイクリングロード延伸によりさらに効果を増

していくものと考える。鬼怒川と概ね並行している関東鉄道の位置関係は「疲れてしま

ったら関東鉄道に乗せればよい」という初心者への安心感となり、初心者への間口を広

げることになると考えられるからである。 

 ・その他の取組み「モニターツアー」等、観光業界との連携 

  観光業界との連携を模索して大手バス会社に相談に伺った。国際航業株式会社は、  

 「サイバス」というサイクリングに特化したバスを保有しており、これは車体下部に自

転車格納庫を持つ定員２０名程度のバスであり、特許出願中とのことである。この国際

興業と調整した結果、モニターツアー催行計画を進めることとなったが、定員募集直前

で新型コロナウイルスによる発病防止の観点から催行は中止となってしまった。ただし、

旅行会社のサイクリングツアーに詳しい専門家と協働で旅行計画を作成するという作

業は、今後の地域振興活動へのヒントを多く得られる作業であった。  

 

５ .おわりに、成果を今後に活かす 

  以上の活動状況については、同じエリアの下妻市との情報共有をはじめとして、国土

交通省下館河川事務所が事務局を務める「鬼怒川・小貝川かわまちづくり推進協議会」

（ 7 市町協議会）で報告するなど、地域内での情報共有に努めている。また、下妻市で

は、今年開催したサイクルイベント「鬼怒川サイクルフェスタ２０１９」について、来

年度下妻市をメイン会場として開催する計画としている。 

  このように、かわまちづくりを地域振興に活かす活動は、始まったばかりだが、様々



な取組みを検討・試行し、評価しつつ、河川管理者及び地域の自治体と情報を共有する

ことは、取組みを広げるとともに、かわまちづくり（サイクリングロード）の価値観の

共有につながり、地域活性化に役立っていくものと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新聞報道の状況 

イベント前の告知を含む報道 



イベント結果を含む報道  

新聞報道では、イベントの実施案内とともに、サイクリングロード整備の背景や取り組み

等を併せて紹介してもらえるのでありがたい。  



イベントのチラシ 表 

 

 



イベントのチラシ 裏 

 



イベント実施状況 

 



イベント実施状況 

 

 



 

 



 

 



 

 



 
 

様式 １１ 
２．川づくり団体部門                                 ［実施箇所位置図］ 

助成番号 助成事業名 所属・助成事業者氏名 

2019-6112-020 
鬼怒川・小貝川かわまちづくりを効果的に地域振

興に活かす活動 
常総市都市建設部長 
木村茂樹 

助 

成 

事 

業 

の  

主  

な  

実  

施  

箇  

所 

主な実施箇所   鬼怒川・小貝川堤防 
オープニングイベント「鬼怒川サイクルフェスタ 2019」の実施状況 
・実施日  令和元年９月２３日 
・参加者  鬼怒川・小貝川スタンプラリー参加者 253 名（参加予定申込者 269 名） 
・来賓者   アテネ五輪メダリスト長塚さん、茨城県議会 飯田県議、金子県議、常総警察署長、他   
・協力団体 （一社）日本競輪選手会茨城支部、水海道ロータリークラブ、オンヨネ（株）、地元建設会

社の皆様他 
・実施内容  鬼怒川堤防が、常総市区間で概ね繋がったこと、また、堤防上のサイクリングロードの供

用開始を記念してイベント（サイクルスタンプラリー）を実施した。当日は台風の影響で風

が強かったが、多くの参加者を迎えて事故なく無事開催できた。多くの参加者から好評の声

を頂いた。 
・情報発信  サイクリングロード開通とイベントの参加者募集について毎日新聞、読売新聞、茨木新聞

に、実施結果を茨木新聞に報道して頂いた。また、参加者の中には自ら SNS で情報を発信

する人もいたため、情報発信としては大きな効果があった。 
  
 
 
 
 
 
 
 

河

川

基

金

ロ

ゴ

等

表

示

状

況

写

真 

遠景 近景 

  

延べ参加人数 一  般  ２５３人 スタッフ・事務局 約１５０人 

マスコミ等の反響 

読売新聞による報道（サイクリストを沿川の街へ誘う取組）2019.9.12 

茨城新聞による報道（サイクルフェスタ 募集・実施結果）2019,9,14、2019.9.24 

 （別紙参考資料のとおり） 

ケーブルテレビ（JCOM）による報道 2019.9.24 

 

 

堤防上の国交省イベント 
市のイベント開会式 メイン

会場 地域交流センター 実施状況（鬼怒川堤防） 

「河川基金助成事業の助成を受けています」 

 

  

受付テントと本部テントに河川基金の助成を表示 



 
 

様式 １１ 
２．川づくり団体部門                        ［実施箇所位置図（常総市）］ 

  
詳細は参考資料の「サイクルフェスタちらし」を参照 
 
 
 
 
 
 

 

スタンプラリー 

コース約 40km 

 
鬼怒川破堤地点 
式典会場 

メイン会場 
地域交流センター 
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